
こんにちは、STM32独立型ウォッチドッグのプレセンテーショ
ンにようこそ。こちらでは、問題が発生したときにデバイスをリ

セットするウォッチドッグとして、または、アプリケーションのタイム

アウト管理のためのフリーランニングタイマとして使用することが

できるこのペリフェラルの主な機能を説明します。
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独立型ウォッチドッグは、ソフトウェアの障害に起因する誤動作を

検出し解決するために使用されます。そのカウンタがタイムアウ

ト値に達したときにリセットシーケンスをトリガします。そのクロッ

クは、独立した32kHzの低速内蔵RC発振器（LSI）であるため、メ
インクロックが停止してもアクティブのままになります。一度、有

効にすると、その状態は、リセットによってのみ無効にすることが

できます。アプリケーションのための主な利点の１つは、メインク

ロックから独立して実行する能力です。また、IWDGは、ハード
ウェアまたはソフトウェアを介し、オプションバイトを使用して設定

することもできます。IWDGカウンタは、スタンバイまたはストップ
モードの間、フリーズさせることが可能です。
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IWDGは、12bitフリーランニングダウンカウンタを備えています。
これは、32kHzで独立した低速内蔵RC発振器によってクロック
駆動されます。IWDGがアクティベートされたとき、ダウンカウンタ
が０に達するかウインドウの外で再ロードされるとリセットが生成

されます。（このオプションが有効になっている場合）
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この機能がVDD電圧ドメインにある間、IWDGレジスタは、コア
電圧ドメインに位置しています。このアーキテクチャにより、

IWDGが、ストップとスタンバイモードで動作を継続できるように
なります。8ビットプリスケーラは、LSIの発振器周波数を分周す
るために使用されます。IWDGが開始されると、12ビットカウンタ
は、0xFFFのリセット値からダウンカウントを開始します。IWDG
カウンタを更新するには、キー値（0xAAAA）が、カウンタの値を
リロードするためのキーレジスタに書き込まれる必要があります。

ダウンカウンタが、カウント値の終わり（0x000）に達した場合、シ
ステムリセットが発生します。ウィンドウのオプションを有効にす

ると、カウンタはウィンドウ内でリフレッシュする必要があります。

そうしないと、システムリセットが生成されます。
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IWDGハードウェアは、デバイスのオプションバイトで有効になっ
ています。イネーブルにした場合、ウォッチドッグは自動的に電

源投入時に起動します。

リセットされないように、キーレジスタは、カウンタが0に到達する
前やウィンドウ内（このオプションが選択されている場合には）で、

定期的にリフレッシュされる必要があります。
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IWDGのソフトウェアスタートは、いくつかのステップで構成され
ています。

・最初のステップは、ウォッチドッグを開始する値0x0000
CCCCをキーレジスタを書くことです。
・次に、キーを解錠するために0x0000 5555を書込むことに
よってIWDGレジスタの保護を解除します。
・カウンタクロックを供給するプリスケーラ分周器を選択すること

により、IWDG_PRレジスタのIWDGプリスケーラを設定します。
・ウォッチドッグカウンタにロードされる値を定義するために再

ロードレジスタ（IWDG_RLR）に書き込みます。
前のレジスタにアクセスした後、レジスタが更新されたことを確認

するために、IWDG_SRビットがリセットされるのを待つ必要があ
ります。

二つのオプションが利用可能になります：イネーブルまたはディ

セーブルIWDGウィンドウオプション。
・ウィンドウオプションを有効にするには、IWDG_WINRレジス
タにウィンドウの値を書き込みます。
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・それ以外の場合は、ウィンドウのオプションをディセーブルする

ために、キーレジスタに0x0000 AAAAを書込むことによりカウン
タをリフレッシュします。

6



IWDGタイムベースは、32kHzのLSIクロックからプリスケールさ
れます。IWDG_PRプリスケーラレジスタは、4～256までの値で、
LSIのクロック周波数を分割することができます。ウォッチドッグカ
ウンタ再ロード値は、IWDG_RLRレジスタに書き込まれた12ビッ
トの値です。式は、IWDGタイムアウトを決定するのに使用するこ
とができます。 IWDGの時間は、LSIの周期とそのプリスケーラ
だけでなく、選択されたウォッチドッグカウンタ再ロード値にももと

づいています。パラメータの制限を考えると、IWDGタイムアウト
値は、125µsから32.8sまでの間とすることができます。リセットが
IWDGペリフェラルによって生成されると、対応するフラグ
IWDGRSTFが、リセットのソースを知らせるためにRCC_CSRレ
ジスタに設定されます。
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マイクロコントローラがデバッグモード（コア停止）に入ると、DBG
モジュール内（MCU APB1 register 1）のDBG_IWDG_STOPコ
ンフィギュレーションビットに応じて、IWDGカウンタは正常または
停止動作のいずれかを継続します。
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IWDGは、パワーダウンされたシャットダウンモードを除いて、す
べての動作モードとローパワーモードでアクティブにすることが可

能です。それに、ストップ1、ストップ2モードとスタンバイモードで
は、ウォッチドッグカウンタは、FLASH_OPTRレジスタの対応す
るビットをプログラムすることによってフリーズさせることができま

す。


